
  

 交流の場の提供、子育てに関する相談・援助を行うため、空き店舗を利

活用した子ども広場・子育て支援センター・市民交流サロンを運営（市直

営）している。 

事例の概要：地域子育て支援等拠点事業 

①市民交流サロン：市民の憩いの場、展示ｽﾍﾟｰｽ 
②こども広場：親子で自由に遊べるスペース 
③子育て支援センター：育児相談、情報交換の場 

事業内容 

  

総事業費 

事例の内容 

  平成２３年度  ２０百万円 

 （うち過疎債1.3百万円、県補助金7.9百万円） 

地域子育て支援拠点事業（山形県尾花沢市) 空き店舗を活用した地域子育て支援等拠点事業（山形県尾花沢市) 

 H14年 大型スーパーが撤退後、空き店舗となる。 
 H23年 市が施設２階を賃借し、育児相談、世代間交流機能を併せ持っ  
       た施設を整備 
 

 空き店舗の解消 
 当該施設が中心市街地（ﾊﾞｽ発着点）にあるため、周辺地域が活性化 
 ①~③の併設により、子育て等の相談・援助の充実、親同士や高齢者

と子どもの交流など、地域ぐるみで子育てを支援する体制が整った。 

①~② 開館日：概ね毎日、利用料無料 
③ 開館日：月~金、利用料無料 
H23年度利用実績：52,027人（①~③合計） 
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